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VOPバイブルスクール行

ご意見、ご感想をお書きください。

く」と記した言葉が残されています。内面の豊かさを

追求する人にとって、高齢期は人生の下り坂どころ

か、成熟に向かって成長し続ける上り坂の毎日とな

りえるのです。

「ありがとう」の言葉で人生を	
締めくくるには

『終わりよければすべてよし』というのはシェーク

スピアの戯
ぎきょく

曲の一つだそうですが、人生も同じでは

ないでしょうか。どうその人の人生の最後を締
し

めく

くるか、人生の集
しゅうたいせい

大成の時といってよいでしょう。石

原慎太郎氏もその著『老いてこそ人生』の結びの部分

で、「もし死についての何らかの定義、ある確信を持

つことが出
で

来
き

ていたなら人間は迷うことも恐れるこ

とも無
な

いに違いない。だから老いを感じるようにな

ったら、目をそらさずに自分の人生の最終点にまぎ

れもなく在
あ

るものについて、それはいったい何なの

だろうかと考えてみるがよい」と記しています。

どんなに仲のよい夫婦であっても、人間死ぬとき

は独
ひと

りです。聖書は死を創造者のふところに帰る眠

りの時にたとえています。詩
し

篇
へん

121篇
ぺん

には、「わたし

は山にむかって目をあげる。わが助けは、どこから来

るであろうか。わが助けは、天と地を造られた主から

来る」とあります。最後のとき、見上げ、信じ、自分の

魂
たましい

をゆだねる対象を知っている人は幸いです。その

人は生まれてきたこと、それまで生かされてきたこ

とを神と人に感謝しながら眠りにつくことができる

でしょう。「ありがとう」の感謝の言葉で、人生を締め

くくりたいものです。
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10
お手数ですが

切手をお貼りください

祈 り の 言 葉

神さま、人生の午後は長くなっております。
たとえ年齢とともに
さまざまな力が衰えてしまっても
内面の豊かさを求め続ける人生を与えてください。
どうか、私の生きているかぎり
成熟に向かって、日々成長し続けることができるよう
あなたを見上げていることができますように。
そして、あなたが与えてくださる豊かさによって
私が人々への祝福となることができますように。

おもて面（外側） 表紙

メールアドレス :info@vopjapan.net

https://vopjapan.net/
18111000プ



ＶＯＰバイブルスクール入門講座・問題

ＶＯＰバイブルスクール入門講座・答案用紙

お名前　　　　　　　　　　　　　　　

ご住所

ＴＥＬ　　　　　　　（　　　　　　　）

黒のペンでていねいにご記入ください。（□の中に印をつけてください）

〒

フリガナ
登録番号

解答１

解答２

解答３

解答４

超高齢社会を迎えて

65歳以上の人口が全人口の14％を超えると「高齢

社会」といいます。７％を超えると、高齢社会に向か

いはじめたということで、これを「高齢化社会」と呼

んでいます。

高齢化社会から高齢社会に移るのに何年かかった

かということが、その国の高齢化のスピードを表す

指
し

標
ひょう

になっています。日本の場合、７％を超え、高齢

化社会の仲間入りをしたのが1970年でしたが、その

後わずか24年、1994年に高齢社会になりました。ノ

ルウェー、スウェーデンなど北欧諸国は19世紀に高

齢化社会になり、80年以上かけて高齢社会になって

います。フランスの場合は114年かかりました。ヨ

ーロッパ諸国に比べ、日本が４、５倍の速さで高齢社

会に突入したことがわかります。国としての体制も、

国民の意識も、それに追いついていっていないのが

現状です。

高齢化のスピードはその後も衰
おとろ

えず、もうしばら

くすれば国民の４人に１人が高齢者という時代が来

ようとしています。ところが従来の日本人の老年期

に対するイメージは大変暗いものでした。若さにの

み価値がおかれ、老いるということは、老
ろう

骨
こつ

、老化、老
ろう

弱
じゃく

、老
ろう

衰
すい

といった言葉が表すようにマイナスのイメ

ージでとらえられてきました。老年期は、体力、視力、

聴力、脚力、記憶力、経済力、社会的役割などがみな衰

え、失われていく喪
そう

失
しつ

の時期だというのです。日本人

の４人に１人がこのような意識で高齢期を過ごすと

したら、日本の社会全体がますます暗くなってしま

うことでしょう。聖書は「しらがは栄えの冠
かんむり

である」
（箴

しん

言
げん

16章31節、口
こう

語
ご

訳）といっていますが、高齢期のイ

メージをもっと積極的なものに変えていく必要があ

ります。

第２の人生の始まり

昔は「人生50年」といわれましたが、戦後豊かな社

会が訪れ、過去半世紀の間に日本人の平均寿命は、30

年以上も伸びました。60歳で現役の人生は終わり、後

は付
ふ

録
ろく

の余
あま

りの人生（余
よ

生
せい

）などという考えは変えられ

なければなりません。人生80年となった現在、60と

いう年齢は、時間やノルマにしばられない、新しい人

生のスタートと考えるべきなのです。

あの大西洋無着陸横断飛行で有名なチャールズ・

リンドバーグの妻アン夫人は、50歳の時にこう記し

ています。「人生の黎
れい

明
めい

や、40、あるいは50前の壮
そう

年
ねん

期に属する原始的で肉体的な、仕事本位の生き方

はもう中年にはない。しかし人生の午後が始まるの

はそれからで、我々はそれを今までのもの凄
すご

い速度

ではなしに、それまでは考えてみる暇
ひま

もなかった知

的な、精神的な活動に時間を割
さ

いて過ごすことがで

きる」。

仕事や子育てから解放された人生の午後の時間は

たっぷりあります。老人学の専門家であるＳ・ライ

チャード博士は、人生の午後の過ごし方を５つの型

に分類しました。

これといった目標も持たず、安楽を楽しむ悠
ゆう

々
ゆう

自
じ

適
てき

型。しかしそれは受身的、他人まかせの生き方です。

防
ぼう

衛
えい

型は、自分の弱さを人に見せまいとして、老齢に

対抗し、衰えに対抗するタイプです。憤
ふん

慨
がい

型は、防衛

型と同じように老いを受容することができず、思う

ようにならないいらだちを他人にぶつけるタイプで

す。それに対して自己嫌
けん

悪
お

型は、不満を他人のせいに

するかわりに、自分を責め、こもってしまうタイプで

す。老境に入るに従って抑
よく

ウツ的になります。

望ましいのは成熟型で、自己を肯定し、他人を責め

ず、過去を悔
く

やまず、現在をむだにしないで、積極的

にできることに取り組もうとします。若いうちにし

かできないこともありますが、人生経験を重ねた高

齢者にしか見えないもの、できないことも少なくな

いのです。肉体の力は衰えていくでしょうが、精神は

ますます豊かに円熟していくことができます。

聖書には使
し

徒
と

パウロが手紙に「だから、わたしたち

は落
らく

胆
たん

しない。たといわたしたちの外なる人は滅
ほろ

び

ても、内なる人は日ごとに新しくされてい

問題１．	老年期をどうとらえればよいのでしょうか。

問題２．	人生の午後を豊かにするのは、どのような過ごし方ですか。

問題３．	人生の最後に知っていると幸いなことは何ですか。

問題４．	あなたはどのような人生の午後を送りたいと考えておら
れますか。
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（裏面へ続く）

□付録の余りの人生
□喪失の時期
□新しい人生のスタート

□目標を持たず、安楽を楽しむ悠々自適型の過ごし方
□自己を肯定し、積極的に生きる成熟型の過ごし方
□自分を責め、こもってしまう自己嫌悪型の過ごし方

□子孫に残していく財産の額
□自分の体力、記憶力、経済力などの衰え
□見上げ、信じ、自分の魂をゆだねる対象

裏面（内側）


